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時間 １日目

時間 ２日目

10:00

17:00

10:00

17:00

（昼休み12：00～13：00）

女性リーダー養成コース
女性の特性と個性を活かしたリーダーシップを学ぶ！

岩井 結美子
㈱コンシャスインターナショナル 代表取締役
一般社団法人産業カウンセラー協会認定 産業カウンセラー
一般社団法人メイクセラピストジャパン 代表理事

講 師
（敬称略）

30名
（1開催1社4名まで）

開催場所により定員数が
異なる場合があります。

定 員

若手社員を伸ばす! 指導・育成力強化セミナー
1on1と計画的な育成で 若手社員の定着と成長を加速させる！

プログラム

●職場の女性リーダーまたは候補者
●女性の管理者または候補者

対　象

日本能率協会法人会員 108,900円／1名

上　 記　 会　 員　 外 121,000円／1名
※本事業開催最終日の消費税率を適用させていただきます。
※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください）

参加料（税込）

あらゆる組織において、女性管理職がその特性や個性を活かし魅力
ある職場作りを推進することは、組織が成長するために大きな活力と
なります。また、女性はメンバーケアマインドが高く、連携・協調を得
意とし、形式や枠にとらわれず柔軟な発想･対応ができるという特性が
あります。

本コースでは、女性リーダーとしての立場と役割について理解する
とともに、受講者に寄り添った部下育成のための具体的な指導・育成
方法を習得いただきます。また、自分の目指すリーダー像を描いていた
だき、明日から実践できる行動を持ち帰っていただきます。

特長・ねらい

特長・ねらい
多くの企業において新入・若手社員の定着、成長のために指導・育成

担当者 (OJT 担当者、メンターなど ) を任命しています。ところが、
現場からは指導・育成担当者になっても、何をどのようにしたらよいか
わからないといった戸惑いの声も聞こえてきます。また、仕事ができる
社員がよい指導・育成担当者になれるとはかぎりません。すなわち、
知っていることと、教えることは別なのです。

本セミナーでは、指導・育成担当者が新入・若手社員に計画的に、何を、
どのように教えればいいかを学習し、ケーススタディ・ロールプレイで
実践し、現場での具体的な指導育成につなげます。また、ストレスに弱い
若手社員へのケア・対処、悩みの聴き方についても学習するとともに
育成担当者としての取り組みへのコミットメント及び自己成長課題が
見えてきます。

対　象
●OJT担当者の方々
●管理・監督者（所長、店長、現場マネジャー、幹部候補）の方々
●指導・育成を担当されている方々
●メンター・チューターの方々

日本能率協会法人会員 108,900円／1名

上　 記　 会　 員　 外 121,000円／1名
※本事業開催最終日の消費税率を適用させていただきます。
※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください）

参加料（税込）

（昼休み12：00～13：00）
プログラム

1. リーダーになるためのスタンバイ（意識改革）
１）管理職・リーダーとは

・理想のリーダーを考える
・求められる能力と役割
・リーダーシップの基本

２）女性がリーダーになったときに陥りやすい傾向と対策
・上司が思う女性リーダーのイメージ
・女性が取り易い行動の分析（女性である強みと弱み）
・意見や提案の仕方

３）チームワークとは何か
・チームの作り方と活性化

2. 部下育成のリーダースキル（指導・育成法）■演習･ロールプレイ
１）安心感を育てる聴く技術（積極的傾聴スキル）
２）自発性を養う質問する技術（引き出す、関心を示す、気づきを促す）
３）部下を動かす伝える技術（部下を動かすフィードバック技法）
４）やる気にさせるコーチングスキル（目標設定と行動の決定）

・承認欲求へのアプローチの仕方
・叱り方、伸し方の方法

3. リーダーとしての印象管理                             ■実 習
１）ポジションとインプレッションによる成果の上げ方
２）印象による誤解を予防し、対人ストレスを減らす

4. ストレスマネジメント  　　　　　　　　　      ■演 習
１）感情コントロール法（認知行動療法によるセルフメンテナンス術）
２）アサーティブコミュニケーション（爽やかな自己表現方法）

事前課題あり

2023年11月  7日（火）～  8日（水）※オンライン
2024年  2月  8日（木）～  9日（金）※オンライン

11月12日（火）～13日（水）※オンライン
2025年  2月18日（火）～19日（水）※オンライン

※確定した会場のご案内は、参加証の送付時に行います。会期・受講形態（会場）

2023年11月  7日（火）～  8日（水）※オンライン
2024年10月  8日（火）～  9日（水）※オンライン
2025年  1月23日（木）～24日（金）※会場（東京）

※確定した会場のご案内は、参加証の送付時に行います。会期・受講形態（会場）

30
向上コース

【2日間】

33
向上コース

【2日間】

時間 １日
10:00

17:30

◆ オリエンテーション

1. 動機づけ（モチベーションを高める）とは
～部下をほめて、叱って育ててこそ本物のリーダー
・動機づけとは何か
・さまざまな動機づけ理論のポイント
・5つのモチベーター

2. 職場メンバーとの「信頼関係を見える化」する
■個人演習  ■グループ演習

・ジョハリの窓
・信頼関係の見える化
・信頼関係を広げる方法

3. フィードバックの仕方を磨く　　　　   ■ロールプレイ
・ほめ方・叱り方のポイント
・3つのキク（傾聴のポイント）

4. 動機づけ理論を自覚・意識した職場での活用
■ケーススタディ

・相手に気づきを与える質問とその活用
・セルフモチベーションと周囲のモチベーション

◆ 振り返りとまとめ

リーダーのための動機づけ能力養成セミナー
信頼関係を見える化する

24名
開催場所により定員数が
異なる場合があります。

定 員講 師
（敬称略）

鈴木 健一
アトラクティブバリュー㈱ 代表取締役社長
JMA 専任講師

特長・ねらい
メンバーや部下を「育成」するとは、部下のモチベーションを高め、能

力と業績が向上するように意図的に支援することです。
リーダーはメンバーや部下に「積極的に働いていこうとする気持ち」

を持たせることがきわめて大切です。それが、一人ひとりの自律性、積
極性、創意工夫につながります。この動機づけ能力は、リーダーのスキ
ルとしてますます重要となってきます。

本セミナーでは基本的な動機づけ理論の理解と活用に焦点をあて、
動機づけの土台となる信頼関係を見える化し、1日で動機づけのポイン
トを習得していただきます。

対　象
●職場をリードする管理者、係長、主任担当職とその候補者
●はじめて部下を持つリーダー層の方
●「部下の指導に困っている」「部下のやる気を引き出したい」などの課題を持った方
●部下の上手なほめ方、叱り方を身につけたい方　●動機づけ能力を高めたい方

日本能率協会法人会員  58,300円／1名

上　 記　 会　 員　 外   64,900円／1名
※本事業開催最終日の消費税率を適用させていただきます。
※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください）

参加料（税込）

（昼休み13：00～14：00）
プログラム

2023年12月12日（火）※オンライン
2024年  8月20日（火）※オンライン

11月19日（火）※会場（東京）
2025年  2月13日（木）※会場（東京）

※確定した会場のご案内は、参加証の送付時に行います。会期・受講形態（会場）

32
向上コース

【1日】

※プログラム・スケジュールは変更することがありますのでご了承ください。

時間 １日目

時間 ２日目

10:00

17:00

10:00

17:00

リーダーのための段取り力養成コース
チーム運営の効率を3倍UPする

24名
開催場所により
定員数が異なる
場合があります。

定 員講 師
（敬称略）

今本 待喜子
㈱ハイブリッドコンサルティング
トレーナー

特長・ねらい
昨今の急激な社会情勢や時代の変化にともない、ビジネスの現場では、

今までの仕事の進め方や業務のあり方そのものが見直されつつあります。
このような変化に対応すべく、リーダーや管理職は、より効率的な

チーム運営が期待されています。
本コースでは、目標を達成する組織の核となる、リーダーに必要な基本

的なスキルを身につけます。経験則でなんとなくわかったつもりになって
いる段取りを改めて体系化して学び、仕事をスムーズに進めるための良い
機会となります。部下や後輩などに、チーム業務の段取りをティーチング・
コーチングする具体的なノウハウも学べる2日間コースです。

（昼休み12：00～13：00）
プログラム

1. リーダーに求められるダンドリとは
1） リーダーに求められる役割とは？
2） 「できていない自分」を客観視する
3） リーダー的上司とマネジャー的上司
4） 自分のチームをより活性化させるために
5） チーム理念を打ち出し共有する　　　　　　  ■グループセッション

2. 仕事の全体像を捉える
1） ダンドリの全体像を把握する
2） ゴール設定の７つの要素
3） 文書化による共通認識づくり ■グループセッション

3. チームのタスク管理と効率化
1） チームマネジメントにおけるタスク管理表の作成
2） チーム内で属人化している業務の棚卸し
3） 役割分担と所要期間見積もり
4） 優先順位設定のポイント
5） リスクマネジメントの3ステップ　　　　　　■グループセッション

4. 部下育成とコミュニケーション
1） 部下と上司を動かすコミュニケーションスキル
2） 職場でのホメ方・叱り方のポイント（承認とフィードバック）
3） 質問力を高める　　　4） 会話のダンドリ

5. 明日からのチームマネジメント効率化に向けて
1） 今後の業務に向けた活用方法　　　2） 自己業務への投影
3） 振り返りとまとめ　　　　　　　　　　　　　  ■個人セッション

時間 １日目

時間 ２日目

10:00

17:00

10:00

17:00

◆ オリエンテーション
・今、なぜ指導育成なのか　　・変化する指導育成のニーズとあり方

1. 指導育成とは
・指導育成の大切な要素　　・指導育成の種類　　・指導育成の方法

2. 指導育成に大切なこと
・良い指導育成とマイナスの指導育成　　・モデルの探索
・最近の若手社員の特徴 ・対象別育成のポイント
・指導しても動かない新入社員への対処

3. 信頼関係と動機づけ
・やりがい・働きがいの源　ストローク
・自己認知要求～一人ひとり異なるやる気のスイッチ
・指導育成への応用～上手な褒め方・叱り方

4. 育成と問題共有のための面談（1on1）
・1on1ミーティングの効果 ・効果的な質問のスキル
・1on1ミーティングの基本的な流れ　　・やる気を引き出す傾聴
■ケーススタディ　「 育成と問題共有の1on1」

5. 育成計画づくり
・成長のサイクルと育成ステップ　　・育成ニーズの明確化
・組織からの期待と本人のキャリアの両面から考える
■ケーススタディ　「若手社員の具体的育成計画」
・育成に必要な要件の整理　　・育成計画づくり
・キャリアについて ・スケジュールへの落とし込み

6. 育成に欠かせないストレスマネジメント
～ストレスと上手につきあう力を養う～
・育成におけるストレスマネジメントの必要性
・メンタルヘルスの基礎知識　　・ストレスと上手につきあうために
・ストレスサインを知る ・ストレスを溜めずに発散する
・ストレスをプラスのエネルギーに変える

7. 研修のまとめ
・気づいたこと、学んだこと　　・現場実践に向けて

対　象
●チームの業務効率化を目指すリーダー・管理職の方々

日本能率協会法人会員  108,900円／1名

上　 記　 会　 員　 外  121,000円／1名
※本事業開催最終日の消費税率を適用させていただきます。
※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください）

参加料（税込）

2024年  2月  7日（水）～  8日（木）※オンライン
  7月24日（水）～25日（木）※オンライン
  9月25日（水）～26日（木）※会場（東京）

2025年  3月11日（火）～12日（水）※会場（東京）

※確定した会場のご案内は、参加証の送付時に行います。会期・受講形態（会場）

31
向上コース

【2日間】

定 員
30名
開催場所により
定員数が異なる
場合があります。

講 師
（敬称略）

高橋 和美
㈱プレイバック・シアター研究所
心理カウンセラー
国家資格キャリアコンサルタント
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※プログラム内容に関する問い合わせ先：【TEL】03（3434）1955　【e-mail】kaisou@jma.or.jp ※申込みに関する問い合わせ先：【TEL】03（3434）6271　【e-mail】seminar@jma.or.jp
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